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長期研修生報告

・研修内容の教科等、特別支援教育、教育臨床については、教育コンテンツ・データベース
「Wakaba」で閲覧することができます。

・千葉県総合教育センターWebサイトトップページ→学校支援／授業支援→学習指導案等で検
索してください。
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　社会科における問題解決的な学習は、子供自身が問題意識をもち、問題を発見することから始まる。
つまり、子供たちが主体的に学び、問題を解決していくためには、「解決すべき問題は何かを定義する 
力」が不可欠となる。そこで、本研究では、問題発見させるための授業構成や、問題発見能力の育成
方法を明らかにするため、４年生の「上水道」、「下水道」の単元で検証授業を行い、学習問題の評価
規準を作成した。子供が発見した学習問題を評価した結果、問題発見の経緯や発見の手立ての有意性
が示された。今後は、この研究で明らかにされた問題発見の方法をより多くの教職員に広めていき、
子供たちの問題発見能力を育成することで、持続可能な社会の担い手へと成長させていきたい。

　水蒸気を扱う学習では、児童にとって見えないものが存在することを学ぶため、理解することの難
しさが指摘されている。また、学習指導要領で求められている主体的・対話的で深い学びの実現のた
めには、児童の興味・関心を高める授業を行い、疑問を解決し、日常の自然現象と学びをつなげてい
くことが重要である。そのための手立てとして、①「すがたを変える水」において「結露」の授業を
加えること、②水の温度変化とその様子について児童が実験方法を考え追究すること、③日常生活と
関連付けた課題を解き説明し合うこと、の三つが有効であることが分かった。この成果を、他単元に
生かしたり、他校に広めたりして、理科を学ぶ意味や有用性を高められるようにしていきたい。

　昨今、低学年の段階で既に児童の運動習慣の二極化傾向が見られ、技能的下位の児童の動きのぎこち
なさも年々顕著になっていることに課題を感じ、児童の巧緻性を高めたいと考えた。そこで、第２学年を
対象に、「運動のリズム」や「対話」を重視した「多様な動きをつくる運動遊び」の授業実践を行った。 
その結果、運動のリズムをもとにした対話的な学びを軸とした学習指導が、児童の巧緻性の向上に有効で
あることを明らかにすることができた。今後は、運動のリズムをもとにした対話を促す「表現リズム遊び」
の要素を取り入れた学習内容、技能的異質・等質ペアの学び合いを毎時間設定した学習形態の有効性を
周知するとともに、友達との豊かな対話を通して「動ける身体」を育む授業実践に励みたい。
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問題発見能力を育成する社会科学習
-共通の事実認識と新たな事実を関連付けて生じる

「事実認識の揺らぎ」に着目して-

小学校４年「すがたを変える水」の「結露」について
-学びを深め日常生活につなげる理科指導-

運動のリズム化能力に着目した体つくりの運動遊び
-巧緻性の向上につながる対話的な学びを目指して-
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令和４年度　長期研修生の研究の紹介
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　小学校の通常の学級に在籍する教育的ニーズのある児童の授業中の気になる行動の減少を目指して、
ユニバーサルデザインの視点に基づく画像や効果音を取り入れた自作支援ツールを作成した。本ツー
ルを活用した授業を約66単位時間実施し、その効果の検証をビデオ分析、児童と学級担任への質問紙
調査を通して行った。その結果、教育的ニーズのある児童の気になる行動の減少だけでなく、学級内
の他の児童にも同様の有効性が示された。また、本ツールにより、言葉での指示の減少や児童の注目
を引き付けることができたことが授業支援につながり、その有効性が分かった。今後は更なる工夫改
善を行い、本ツールを多くの教員に活用してもらえるよう発信していきたい。

　言葉のやり取りの苦手さやコミュニケーションに対する自信の欠如などから、人とのやり取りにお
いて消極的な児童に対し、ICT機器を活用したオンライン交流学習が有効と考えた。研究の結果、オ
ンラインの場面での自己表現だけでなく、「相手を見る」等の基本的なやり取りも含め、通常の学級に
おける対面でのコミュニケーションの学習につながった。また、事例児童への結果も踏まえ、オンラ
イン交流学習やICT機器の有効性や活用性が見られた。さらに、オンラインやその録画を活用するこ
とで、通常の学級と通級指導教室との連携が促進する可能性があることが分かった。今後は、自校の
交流だけにとどまらず他校とも積極的に行い、コミュニケーションの活性化や遠隔授業の充実に努め
ていきたい。

　学校組織における個人を尊重し、自己肯定感や帰属意識を高めるためには、教員コミュニティの活
性化が望まれる。Classi株式会社では、ICTツールを活用したブレイクアウトルーム（意見共有・学
び合いの場）が活発である。あらゆる情報をシェアし、一人一人が思考・行動することが、社内風土 

（ポジティブな組織文化や共感性）の醸成やコミュニケーションの活性化につながることを体感するこ
とができたのは大変有意義であった。
　本研修での学びと体験をもとに、ICT利活用を選択肢の一つとして教員コミュニティの活性化を目
指したい。校務の質を高める意識と行動の動機づけを図り、教員一人一人がより高いエンゲージメン
トを獲得できるよう、これからの自身の業務に主体的に臨んでいく。
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通常の学級における教育的ニーズのある 
児童への行動支援の工夫
-ユニバーサルデザインの視点に基づく、大型ディスプレイによる自作支援ツールの活用を通して-

コミュニケーションを活性化するための指導の工夫
-特別支援教育オンライン交流学習を通して-
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特別支援教育課題

特別支援教育課題
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教職員の組織へのエンゲージメントについて
-先進企業の人材育成に学ぶ-

企業等派遣


